
平成 30 年度事業実績（H31 年３月末現在） 〔 〕は「前年度（29 年度）の値」 

 情報発信 コミュニティ形成・連結 プロジェクト創出 プロジェクトのショーケース 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
事
業
量
） 

目標・ 

事業計画 

（年間）  

 

 

 

情報発信 700 件 〔700 件〕 

① イノベーション人材のコミュニティ形成イベント 72 回 〔72 回〕 

② 海外ワークショップ （学生、起業家）         １回 〔1 回〕  

 

 

① ニーズ顕在化教育プログラム         2 回 〔2 回〕 

② プロジェクト創出プログラム          8 回 〔8 回〕 

（うちオープンイノベーション関連）         4 回 〔4 回〕 

③ ピッチイベント                  50 回 〔45 回〕 

④ ＯＩＨｼｰﾄﾞｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（OSAP）  20 社 〔20 社〕 

 国際イノベーション会議開催 

プロジェクトのプロモーション機会創出 

参加者 ： ７００人以上 〔700 人以上〕 

 

 国際会議 1 回 〔1〕 

実績 

（年間） 

 

発信件数 計 918 件〔921〕件 

（内訳） 

・イベント告知    日 276〔346〕本、英 0〔8〕本 

・イベントレポート  日  14〔  2〕本、英 0〔2〕本 

・起業家紹介等   日 21〔  4〕本、英 0〔0〕本 

・ニュース       日 37〔 42〕本、英 0〔6〕本 

・ＨＰコンテンツ    日 89〔 36〕本、英 25〔0〕本 

・FB 投稿        日 295〔349〕本、英 48〔78〕本 

・メルマガ 52〔41〕本、ＤＭ60〔66〕本、 

・プレスリリース 1〔6〕件 

① 学生、VC、起業家、支援機関、企業等を対象としたイノベーテ

ィブ人材コミュニティ形成のためのセミナー 210 回 〔220 回〕 

テックミーティング                  4 回 〔 2 回〕 

 

② 海外 WS（シンガポール）              2 回 〔2 回〕 

18 名〔35 名〕 

連携海外 WS(戦略的起業家育成講座＠サンディエゴ) 7 名〔-〕 

 

 

 

 

①   5 本 〔6〕 

②  15 回 〔13〕 

・アイデアソン・ハッカソン 8 回 〔9 回〕 

 うち、社会課題ハッカソン 1 本 1 回 〔－〕 

・オープンイノベーション  7 回 〔4 回〕 

③ 56 回 〔45 回〕 

④ OIH シードアクセラレーションプログラム 20 社 

 

 

●国際イノベーション会議「Hack Osaka 2019」を 

平成 31 年 3 月 13 日（水）に開催 

●テーマ：「イノベーションエコシステムの構築に向けて  

－Paradigm Shift toward Hack Osaka Movement－」 

●キーノート：Oscar Kneppers 氏（Rockstart 創業者）、 

●ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰｽﾞﾄｰｸ（原ゆかり氏）、ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ、

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾟｯﾁｺﾝﾃｽﾄ(ﾍﾙｽｹｱ､ﾄﾗﾍﾞﾙﾃｯｸ分野等)など 

●スタートアップショーケース（展示ブース）、学生ピッチ、ﾊｰﾄﾞ

ｳｪｱｶｯﾌﾟ、投資家面談等を同時開催 

●参加者数  757 人※暫定値〔684 人〕 

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
） 

目標・ 

達成水準 

（年間） 

 

 

 

 

 

 

国内外のメディアに取り上げられる  

 

定量的指標 （開設（H25）～30 年度累計） 

① HP のユーザー数 326,000  

② FB の「いいね」数   8,300 

③ メルマガ登録者数  22,000  

④ 展示会出展      1 回  

 

定性的指標 

● メディア掲載数及びメディアによる評価 

● OIH 会員（ﾌﾟﾚｲﾔｰ・ﾊﾟｰﾄﾅｰ）リストの整備と共有 

● 成功起業家のライブラリーの充実 

起業家をヒアリング・取材の上、ライブラリーとし

て掲載 15 社 

イノベーション創出を担う人材を輩出する多様なコミュニティの活動

が活性化している 

定量的指標 （開設（H25）～30 年度累計） 

①会員制度（OIH メンバーズ）登録者数 1,000 〔H25～29 計 917〕 

②OIH 会員が持つ情報発信対象者数 33,000  〔H25～29 計 104,885〕 

③ＯＩＨを拠点に活動するコミュニティ数  10〔13〕 

④外部団体との連携活動          10〔13〕 

 

定性的指標 

●コミュニティの形成が多数促進され、多様な人材が参画している 

●グローバルネットワークが形成されている 

●戦略的データベースの作成 

１．ピッチ登壇者候補：150 名（うち、英語可 30 名） 

２．ＩＴエンジニア・システム開発者：50 名 

３．ベンチャーキャピタル：30 社／大企業：50 社 （合計 280 件） 

イノベーション創出に資するプロジェクトの具体化が進行して

いる 

定量的指標  

① プロジェクト創出・推進支援件数  

50 件以上／年（H28～H30 累計 150 件以上） 

（プロジェクトが投資を受けた額（調査回答分）25 億円） 

② ニーズ顕在化教育   学生 50 名、社会人 50 名以上 

 

（プロジェクト定義） 

支援の結果 

・守秘義務、共同研究等の契約関係に入ったもの 

・ソフトフェア等における試作版・製品の公開 

・資金調達に向けた具体的アクション 

・スーパープロデューサーが認定したもの 

 

開催する国際会議が国内外から注目度が高いプロジェクト

発表の場となる。  

 

定量的指標 

① 海外関係からの参加者数 100 人程度 〔100〕 

② メディアでの掲載数 10 件以上 〔10〕 

 

定性的指標 

 参加者やメディアによる評価内容 

 YouTube、Facebook の情報発信効果 

目 標 設 定

の考え方 

平成 27 年度の実績を勘案して設定している 平成 27 年度の実績を勘案して設定している 25 年～27 年度の 3 ケ年で、プロジェクト創出支援 100 件を

目標。27 年度の目標 50 件を 28 年～30 年度に継続 

時宜にあったテーマ設定や効果的な情報発信を行うことで、

少なくとも昨年度並みの成果を設定している 

実績 

（3 月末 

現在） 

 

定量的指標 （H28～30 年度累計） 

① 90,626  〔 H25～29 計  321,750 〕 

② 6,889    〔   〃       7,254 〕 

③ 17,688   〔   〃       16,297 〕 

④ 3 回（Tech In Asia、未来 2019 東京・大阪） 

 

定性的指標  

 WEB メディア掲載             27 回  〔44〕 

 新聞・雑誌掲載               6 回  〔48〕 

 テレビ放映                  2 回  〔10〕 

 成功起業家のライブラリーの充実起業家をヒアリング・

取材の上、ライブラリーとして掲載 12 社 

 

定量的指標 

① 1,015 人（ﾌﾟﾚｲﾔｰ 723 人、ﾊﾟｰﾄﾅｰ 292 人） 〔917 人〕 

② 90,626 人   〔119,202 人〕 

③  14 団体   〔13 団体〕  

④  18 事業   〔13 事業〕  

定性的指標 関係先とネットワーク構築 

 タイ国家イノベーション庁（NIA）やシンガポール国立大学など

海外ネットワークも順調に拡大。 

 OIHイントルプレナーアルムナイ事務局や、若手サミット関西と

いった新しいコミュニティとの連携が促進されている。 

 戦略的データベースの作成 

① ピッチ登壇者候補：322 名（うち、英語可 50 名） 

② ＩＴエンジニア・システム開発者：65 名 

③ ベンチャーキャピタル：30 社／大企業：117 社 合計 534

件 

 

定量的指標 

ビジネスプランコンテストや、プログラムでの成果発表等

を通じて形成されたチームの状況の把握に努めている。 

                               

① 50 件〔55 件〕 （OSAP を含む）     〔H25～30 累計計 276 件〕 

（資金調達額 約 51.3 億円）     〔H28～30 累計 87.4 億円〕 

 

② 学生 72 名、社会人 56 名 〔学生 50 名、社会人 56 名〕 

内訳 

学生：GAO13 名、GEIOT15 名、起業家アカデミー44 名 

   社会人は、イントルプレナー17 名、GAO21 名 

GEIOT5 名、戦略的起業家 ES13 名 

 

定量的指標 

① 外国人参加者数 約 108 人、比率 約 14.3％ 

〔86/684 で 12.5％〕 

② 13 件 〔13 件〕  

 

定性的指標 

・Youtube 視聴者数（当日） ：135 件〔142〕 

・Facebook 投稿（当日）   ：12 件〔37〕 

・Facebook いいね（当日）  ：169 件〔117〕他 

 

  

 

  

 

 

   

イベント参加者数  6,500 人以上 〔6,500 人〕 

参考資料１ 

イベント参加者数 14,616 人〔14,917〕(別途、拠点来場者 1,589 人〔2,468〕) 

 ※合計  16,205 人〔17,385〕   

 



 

 情報発信 コミュニティ形成・連結 プロジェクト創出 プロジェクトのショーケース 
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段

階

別

評

価 

アウト 

プット Ｂ Ｓ Ａ Ｓ 

アウト 

カム Ａ Ａ Ａ Ａ 

自己評価 

各事項別 

コメント 

 情報発信数は年間の発信目標数を上回っている。 

 イベントレポートや英語での発信の回数があまり伸

びなかった。 

 OIH に関係がある先輩起業家の事例・インタビュー

の OIH の HP への掲載（起業家ライブラリ）や OIH

のパンフレットの作成（日本語・英語の両方）など、

大阪・関西での成功事例を発信は進んだ。 

  「TechInAsiaTOKYO」、「未来 2019」など東京圏で

のイベントに大阪のベンチャーと出展した。アジアを

はじめ世界各国のスタートアップに対してＯＩＨのＰＲ

及びプレイヤーへの勧誘を行ったほか、大企業や

他の支援機関との連携のきっかけをつかんだ。 

 アウトカムも、目標達成に向け堅調である。OIH 会

員企業の新聞・雑誌等への掲載が多数あった。メデ

ィアへの掲載は、スタートアップにとって大きな推進

力となるため、引き続きメディアへの働きかけなど

サポートを続けたい。また、大阪市の取組みについ

ての掲載もあった、 

 その他、Ｆｏｒｂｅｓ ＪａｐａｎにおいてＯＩＨが「日本国内

で注目すべきイノベーションハブ 5 選」として掲載さ

れた。 

 イベント数、参加者数とも、目標を大きく上回って推移。 

 海外の政府機関や大学、ジェトロなどと連携し、海外セミナーなど

も実施。 

 昨年に引き続き、ジェトロ・イノベーション・プログラム（ＪＩＰ）深セ

ンを開催。参加企業にＯＩＨでの事前研修・メンタリング、ハイテク

フェアへの出展支援、現地でのピッチ機会などを提供し、中国へ

のビジネス展開の機会を創出。現在継続中の商談案件もある。 

 若手起業家や学生などを対象に実施してきた海外ワークショップ

を初めてシンガポールで開催。終了後も、現地の大学と連携した

スタートアップ支援プロジェクトを進めている。 

 経産省のイントルプレナー育成事業「始動」参加者と連携した「イ

ントルプレナーミートアップ」プログラムを実施。大企業の新規事

業担当者を OIH に誘引している。 

【関係を構築した国内コミュニティの例】 

 アスリートユースサミット（体育会ピッチ） 

 平成会（若手経営者） 

 若手サミット関西事務局 

【関係を構築した海外機関等の例】 

 ドイツ連邦経済エネルギー省 

 シンガポール国立大学（NUS Enterprise） 

 シドニースタートアップハブ 

 タイ国家イノベーション庁（NIA） 

 インベスト香港 

 台湾貿易センター 

 イベント数は目標を上回っている。 

 昨年に引き続きオランダ発祥の国際ピッチコンテストの日

本予選を実施。今年は出場者に対して英語でのピッチトレ

ーニングも手厚く実施し、登壇者のレベルアップを図った。

イベント運営についても、エンターテインメント性や登壇者

と観客の一体感の醸成を図った。 

 総務省・ＮＩＣＴ（情報通信研究機構）主催の「起業家万

博」・「起業家甲子園」の近畿地区予選なども開催。 

 起業家人材を増やすため、学生等を対象とした教育事業

（ニーズ顕在化プログラム）を実施した。外部団体との連

携によって、参加者数や内容も充実したプログラムとなり

プロジェクト創出にもつながった。 

 大学のシーズを活用したプロジェクトの創出・推進支援を

めざし、複数の大学等とテックミーティングを開催した。 

 OIH で創出されたプロジェクトでは、平成 28～30年度の累

計で約 45.３億円の資金調達（投資のみ）に成功した。 

 OSAP では、第 5 期、第 6 期各 4 ヶ月ずつ計 20 社のベン

チャーに対して大企業やベンチャーキャピタルのメンタリン

グ等を実施し、資金獲得や事業プランの改善等につなげ

ることで、プロジェクトを推進した。第 1 期からの累計で投

資・融資合わせて約４２．１億円の資金獲得に成功してお

り、大企業等との連携事例も多数生まれている。 

 以上の結果、平成 28～30 年度の資金調達額は総額で約

８７．４億円に上り、創出・推進できたプロジェクトは年間目

標を達成し、50 件となっている。 

 国内及び海外で活躍する起業家による講演や、各国で起

業家支援に取り組むアクセラレーターらによるパネルディス

カッションを通じて、大阪がイノベーションが次々と生み出さ

れる都市となるための議論を行った。 

 国際会議の翌日には、Hack Award（ピッチコンテスト）登壇

企業と、関西の大企業等との商談会（経済産業省・ジェトロ

等と連携）および、招へいした海外アクセラレーター・投資

家と国内スタートアップとの商談会（RBC）を同時進行で開

催し、100 件以上のマッチングを行った。国内外から多様な

プレイヤーが集うHack Osakaの機会を最大限に活用し、シ

ョーケースのみならず「実際にビジネスが創出される場」と

しても機能させている。 

 サブ会場では、ＯＩＨで支援した起業家による出展ブースや

ＶＣとのマッチングのほか、関西の各大学からの推薦をうけ

た学生が出場するピッチコンテスト「KANSAI STUDENTS 

PITCH Grand Prix 2019」の開催、米国ピッツバーグで開催

される Monozukuri Hardware Cup の日本予選の開催など、

国際会議と並行して様々なプログラムを提供した。 

 参加者数は過去最高を記録、外国人比率も 14.3％と前回

実績を上回った。 

 学生ボランティアの起用、留学生等のコミュニティへの

組織的な呼びかけ、Youtube での配信など、若者や当

該イベントになじみのない層への普及・啓発にもつなげ

ている。 

来

年

度

の

方

針 

 ・連携する国内外のコミュニティや（ＷＥＢ）メディ

ア、関係機関との連携、英語による発信など、発

信力の強化に引き続き取り組む。 

・在関西メディアとの連携を強化し、OIH の取組み

やOIH会員の事業についてメディアに掲載される

ことをめざしていく。 

・大阪市の他のイノベーション関連施策とも連携

し、大阪で魅力ある施策が展開されていることを

発信することで、「イノベーション都市・大阪」のイ

メージづくりに取り組む。 

 

・引き続き様々な団体と幅広い分野・テーマのイベントを共催するこ

とで、多様な人材を OIH に呼び込む。 

・各種コミュニティや外部団体との連携を強化し、プロジェクト創出

等につなげていく。特に、関西は大企業の集積に強みがあるた

め、OIH のパートナーとしての参画拡大をめざしていく。 

・海外の連携先とともに起業家の相互交流や成長支援をめざした

取組みを進める。 

・起業家やオープンイノベーション志向の企業等とのネッ

トワークを拡大する。また、国内外のピッチイベント等に

「つながる機会」を増やし、これらへの参加を促進する

ことで、つながりの質、量を高めていく。 

・産学連携の取組みにより、大学のシーズを活用したベ

ンチャーの輩出をめざす。 

・大企業の一層の参画を促進し、オープンイノベーション

によるイノベーションの創出に取り組む。また、こうした

取組みを通して大阪・関西の魅力発信を図る。 

・これまで培ってきたグローバルネットワークを活かして、

海外展開事例の創出をめざす。 

・大阪市やＯＩＨが培った海外ネットワークを活用し、優秀

なスタートアップの参画に引き続き取り組む。 

・外国人参加者数を増やしていくために、関西エリアの

留学生ネットワーク等とさらに連携するとともに、Hack 

Awarｄの質も高めて国内外からの参加者を増やす。 

 
 
評
議
会
評
価 
 
 

段階別 

評価 Ａ Ｓ Ｓ Ａ 

事業総括 

コメント 

・「情報発信」は、情報発信件数やメディアへの掲載なども目標・達成水準に到達しており、順調に進捗している。さらに活性化を目指し、他都市のプロモーションに見られるような情報発信手法の工夫、例えば、海外にみられるような 1分弱
のスタイリッシュな動画発信や英語字幕等が活用されれば、特筆すべき状態に達すると期待される。 
・「コミュニティ形成・連結」はコミュニティ形成イベント開催の目標 72回に対して 210 回もの開催実績があり、実際の成果にも繋がっている。「プロジェクト創出」は 3か年の資金調達目標 25億円に対する実績が 87.4 億円に上るなど、どちら
も目標・達成水準を上回っており、特筆すべき進捗状況にあると言える。 
・「プロジェクトのショーケース」は、学生の参加が増えて参加者数が過去最高を記録するなど目標・達成水準に到達しており、順調に進捗している。オランダ発祥の「Get In the Ring」と組む着眼点は良く、東欧やオランダ、エストニアといっ
た、さらに諸外国と密にタイアップしていくのも特徴的で非常に面白く検討してはどうか。 
・全体を通じた視点として、他部局の巻き込みがどれだけ上手くいくかが、その都市の競争力に全て繋がってくるのでそのような視点での取り組みや、行政資料として、できた実績はよりアピールし、「達成できたこと」の強化やフォーカスする
ことも重要。 

 

評価：Ｓ 目標･達成水準を上回っており、特筆すべき進捗状況にある    Ａ 目標･達成水準に到達しており、順調に進捗している 

   Ｂ 目標･達成水準の到達に向けて、おおむね進捗している      Ｃ 目標･達成水準の到達のために、重大な改善事項がある 


